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●
平
成
25
年
度
高
島
市
水
道
事
業
会

計
資
本
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　

地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
企
業
会
計
に
係
る
資

本
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
き
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

滋
賀
県
が
整
備
す
る
「
県
道　

五
番
領
安
井
川
線
」
に
接
続
す
る

市
道
と
し
て
、「
市
道　

十
八
川

５
号
線
」
お
よ
び
安
曇
川
高
校
生

が
通
学
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る

幅
員
が
狭
く
通
行
が
危
険
な
状
況

に
あ
る
「
西
万
木
川
原
上
線
」
に

つ
い
て
市
道
認
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
委
員
か
ら
は
、
車
道
お
よ
び

歩
道
の
幅
員
等
の
説
明
を
求
め
る

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

●
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
き
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
「
県
道　

五
番
領
安
井
川
線
」

に
接
続
す
る
「
市
道 

十
八
川
３

号
線
」
の
起
点
位
置
を
延
伸
す
る

も
の
で
す
。

●
高
島
市
公
共
下
水
道
事
業
に
係
る

受
益
者
分
担
金
お
よ
び
受
益
者
負

担
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
「
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
近
年
の
低
金
利
状
況
を
踏

ま
え
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降

の
延
滞
金
の
利
率
を
引
き
下
げ
る

も
の
で
す
。
委
員
か
ら
は
、
使
用

料
滞
納
者
の
状
況
お
よ
び
悪
質
滞

納
者
へ
の
使
用
料
徴
収
対
応
等
の

説
明
を
求
め
る
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

●
高
島
市
農
林
業
集
落
排
水
処
理
施

設
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
案

　

平
成
25
年
度
末
に
基
金
残
高
が

な
く
な
り
、
新
た
に
設
置
目
的

に
沿
っ
た
積
立
の
予
定
が
な
い
こ

と
か
ら
、
平
成
26
年
3
月
31
日
を

も
っ
て
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

●
高
島
市
農
林
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
公
共

下
水
道
に
接
続
す
る
岸
脇
地
区
お

よ
び
田
井･

森
地
区
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
を
条
例
か
ら
削
除
す

る
他
、
3
月
分
ま
で
の
使
用
料
を

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料

と
し
て
徴
収
す
る
旨
の
経
過
措
置

を
加
え
る
た
め
の
改
正
で
す
。

　

以
上
の
6
議
案
は
、
審
議
の
結

果
、
全
て
「
全
員
賛
成
」
と
な
り

ま
し
た
。

産業建設
常任委員会
万木 豊 委員長

可決
すべき

市･町議会議員として長きにわたり議会の運営と地域
の振興ならびに住民福祉の増進に貢献されたとして、滋
賀県市議会議長会の表彰を受けられました。

市議会議員表彰
おめでとうございます！

滋賀県市議会議長会特別表彰
20年以上   　  森脇 徹 議員
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皆様の声を 高島市政に
　

今
回
、
①
過
去
の
庁
舎
位
置

決
定
経
緯　

②
合
併
協
定
の
重

み　

③
地
方
自
治
法
第
4
条
の

規
定　

④
施
政
方
針
中
の
方
針

ど
お
り
現
新
旭
庁
舎
を
活
用
す

べ
き
、
昨
年
の
選
挙
で
民
意
は

明
確
と
の
意
見
を
含
む
、
7
点

に
つ
い
て
聞
き
、
専
門
家
を
含

む
庁
舎
建
設
検
討
組
織
の
設
置

を
提
案
し
た
。

問　

市
条
例
第
1
号
「
高
島

市
役
所
の
位
置
を
定
め
る

条
例
」
と
今
回
の
暫
定
庁

舎
増
築
の
関
係
は
。

答 

市
長

　

条
例
に
は
「
本
市
の
事
務

所
の
位
置
を
、
今
津
町
今
津

4
4
8
番
地
20
と
定
め
、
付

則
に
は
、
本
則
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
庁
舎
の
建
設
に
要
す

る
時
間
を
考
慮
し
て
、
こ
の
条

例
の
施
行
の
日
か
ら
規
則
で
定

め
る
日
ま
で
の
間
は
、
新
旭
町

北
畑
5
6
5
番
地
と
す
る
。」

と
明
示
さ
れ
、
今
回
は
、
新

庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
間

の
現
新
旭
庁
舎
を
最
大
限
活
用

し
、
必
要
最
小
限
の
増
改
築
を

整
備
方
針
と
し
て
、
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　

増
築
を
急
い
で
進
め
て

き
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

合
併
特
例
法
の
5
年
間

延
長
が
あ
っ
た
が
、
残
り
期
間

は
6
年
間
で
あ
り
、
こ
の
間
に

支
援
制
度
を
活
用
し
、
地
域
全

体
の
様
々
な
基
盤
整
備
を
考
え

た
時
、
時
間
的
猶
予
が
十
分
あ

る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
す
。

問　

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

施
政
方
針
の
と
お
り
、

現
行
の
新
市
建
設
計
画
の
期
限

と
合
併
特
例
法
の
5
年
延
長
期

限
と
の
整
合
性
を
平
成
26
年
度

中
に
図
る
な
ど
時
間
的
猶
予
が

な
い
中
、
改
め
て
、
今
後
、
関

係
す
る
議
案
の
審
議
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　

各
地
域
の
現
状
、
特
色

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

各
地
域
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
歴
史
や
文
化
を
形
成
し
、
継

承
さ
れ
、
自
然
環
境
の
豊
か
さ

と
都
市
的
な
便
利
さ
の
両
方
を

享
受
で
き
る
地
域
と
し
て
多
く

の
人
を
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
受
け
継
が
れ

て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
に
よ
る
課
題
も

想
定
さ
れ
ま
す
が
、
近
年
、
地

域
自
治
組
織
や
N
P
O
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
等
の
新
た
な
地

域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
情
報
発

信
す
る
等
の
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

現
状
を
踏
ま
え
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方

や
課
題
は
。

答　

課
題
は
様
々
で
す
が
、

例
え
ば
、
人
口
減
少
と
少
子
化

対
策
は
、「
若
者
定
住･

子
育
て

応
援
推
進
本
部
」
に
お
い
て
関

係
部
局
が
連
携
し
、
こ
れ
ま
で

の
施
策
を
検
証
し
、
施
策
方
針

を
策
定
し
た
う
え
で
、
よ
り
効

果
的
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
道
路
等
の
生
活
基

盤
の
整
備
」
や
「
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
今
津
地
域
市
有
地
活
用

●
市
行
財
政
改
革
計
画　

他

高島新政クラブ
前川  勉  議員代表質問

今後の進め方は？

関係部局が連携し、
より効果的な事業を展開する

答

まちづく
り

基
盤
整
備
の
た
め
の

時
間
的
猶
予
が
十
分
で
な
い
た
め

な
ぜ
現
庁
舎
の
増
築
を
急
ぐ
の
か
？

答

市庁舎課題

一般質問とは…議員が執行機関に対して、政策提言や事務の執行状況、今後の施政方針を問うものです。

 




